は 　じ 　め　 に
－発行にあたって－
日本障害者協議会（JD）政策委員会は、障害（者）政策についての最新動向に対応するため、政策課題を浮かび上がらせることを目的とし、2011年、加盟団体に呼びかけてヒアリングを開催しました。これに際しては、各団体から行政に宛てた要望書などを持ち寄っていただき、ニーズや課題を学び、共有しました。参加団体は12団体でしたが、障害問題についての政策課題となりうる、どの団体にも共通する横断的なテーマが見えてきました。
以上の経過から、障害問題全体をカバーしているものではありませんが、重要度の
高い次の６つのワーキンググループ（WG）を立ち上げました。
１．生活の場の在り方
２．障害と高齢
３．意思決定支援
４．障害児支援
５．補助器具（福祉用具）
６．情報・コミュニケーション

WGメンバーは、JD内の希望者やWG責任者の推薦などからのスタートでしたが、メンバーによる推薦者も随時加わりJDの枠を越えて多彩となりました。複数のWGに参加した人もいますが、６つのWGを合わせると約60人になっています。

進行度合いはWGごとに異なったため、今回、提言としてまとまったのは「生活の場（提言では入所施設改革）」と「障害と高齢」です。「障害と高齢」においては、課題を掲げており、検討を継続します。

「意思決定支援」と「障害児支援」は中間報告として、「補助器具（福祉用具）」と「情報・コミュニケーション」は、これからの検討を前提としたディスカッションペーパーとしての報告となります。
今後、本年４月に施行された障害者総合支援法の附則第３条などの項目とも絡めながら、障害分野の本質的向上をめざすJDとしての政策提言につなげていきたいと考えています。
あらゆる立場のみなさまにお読みいただき、障害のある人が暮らしやすい政策づくりの意見交換の契機となれば幸いです。
なお、この６つ以外にもたくさんの課題があります。ＷＧは、この指とまれ方式で特定のテーマに関心のある人々が集まり、短期間の議論で提言をまとめます。障害者に関わる制度・政策の改善に向けて影響を与えたいと思う人は新たなＷＧをぜひＪＤにご提案いただきたいと思います。

最後になりましたが、本書作成にあたり、ご助成をいただきました公益財団法人ヤマト福祉財団様に心より御礼申し上げます。
特定非営利活動法人日本障害者協議会
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